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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、好調な企業収益を背景に、雇用・所得環境の改善が進むと

ともに、設備投資に持ち直しの動きが見られるなど、緩やかな回復基調が続きました。

国内建設市場におきましては、民間建設投資は、住宅投資・設備投資とも堅調に推移しており、政府建設投資

も、復興関連・インフラ整備を中心として、引き続き一定規模の公共事業が見込まれる情勢において、一方では、

技術者・技能労働者の需給状況及び資材費の価格動向等は今後も注視が必要であり、依然、先行き不透明な状況

となっております。

このような状況のもと、当第３四半期連結累計期間の連結業績につきましては、売上高は859億円（前年同四半

期連結累計期間比1.2％減）、営業利益は47億円（前年同四半期連結累計期間比94.7％増）、経常利益は43億円（前

年同四半期連結累計期間比106.2％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は37億円（前年同四半期連結累計期

間比96.4％増）となりました。

なお、当社グループの売上高は、下半期、特に第４四半期連結会計期間に集中する傾向があることから、業績

に季節的変動があります。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の財政状態は、前連結会計年度末に対し、資産は現金預金の減少等により64億円

の減少、負債は支払手形・工事未払金等、短期借入金の減少及び長期借入金の増加等により101億円の減少、純資

産は親会社株主に帰属する四半期純利益の計上等により36億円の増加となり、総資産は851億円となりました。

なお、自己資本比率は、前連結会計年度末に対し5.7ポイント増加し、23.7％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年３月期の連結業績予想につきましては、平成27年11月12日公表予想値を変更しております。詳細は、

本日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

今後、修正の必要性が生じた場合は、適時かつ適切に開示してまいります。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」とい

う。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基

準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分

変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上

する方法に変更いたしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定

的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財

務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配

株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び

前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及

び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首

時点から将来にわたって適用しております。

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 14,908 7,237

受取手形・完成工事未収入金等 43,994 45,951

未成工事支出金等 2,333 2,835

その他 10,118 8,466

貸倒引当金 - △129

流動資産合計 71,354 64,362

固定資産

有形固定資産 13,396 13,948

無形固定資産 466 422

投資その他の資産

その他 6,755 6,800

貸倒引当金 △380 △380

投資その他の資産合計 6,375 6,419

固定資産合計 20,237 20,790

繰延資産 2 3

資産合計 91,594 85,156
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 39,789 34,005

短期借入金 13,600 -

未成工事受入金 4,773 5,363

預り金 10,621 9,939

完成工事補償引当金 320 270

工事損失引当金 169 240

その他 1,347 1,531

流動負債合計 70,621 51,351

固定負債

長期借入金 - 10,000

環境対策引当金 32 32

退職給付に係る負債 3,452 2,621

その他 979 949

固定負債合計 4,464 13,603

負債合計 75,086 64,954

純資産の部

株主資本

資本金 5,519 5,519

資本剰余金 6,248 6,248

利益剰余金 3,853 7,615

自己株式 △442 △443

株主資本合計 15,178 18,939

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,059 1,106

為替換算調整勘定 9 6

退職給付に係る調整累計額 256 144

その他の包括利益累計額合計 1,325 1,257

非支配株主持分 4 4

純資産合計 16,508 20,201

負債純資産合計 91,594 85,156
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高

完成工事高 86,279 85,241

開発事業等売上高 684 689

売上高合計 86,963 85,930

売上原価

完成工事原価 80,467 76,750

開発事業等売上原価 460 437

売上原価合計 80,928 77,187

売上総利益

完成工事総利益 5,812 8,490

開発事業等総利益 223 251

売上総利益合計 6,035 8,742

販売費及び一般管理費 3,585 3,972

営業利益 2,449 4,769

営業外収益

受取配当金 69 24

為替差益 183 -

その他 77 27

営業外収益合計 330 51

営業外費用

支払利息 202 202

退職給付会計基準変更時差異の処理額 260 -

シンジケートローン手数料 162 198

その他 53 86

営業外費用合計 678 486

経常利益 2,101 4,334

特別利益

固定資産売却益 11 2

投資有価証券売却益 15 -

その他 0 0

特別利益合計 27 2

特別損失

固定資産除却損 0 2

その他 0 0

特別損失合計 1 2

税金等調整前四半期純利益 2,128 4,334

法人税、住民税及び事業税 212 572

法人税等合計 212 572

四半期純利益 1,915 3,762

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 0

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,915 3,762
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

四半期純利益 1,915 3,762

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 396 46

為替換算調整勘定 1 △3

退職給付に係る調整額 61 △112

その他の包括利益合計 459 △68

四半期包括利益 2,375 3,694

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,374 3,694

非支配株主に係る四半期包括利益 0 △0
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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４．補足情報

（１）個別受注実績

（単位：百万円）

区 分

前第３四半期累計期間

(自 平成26年４月１日

　至 平成26年12月31日)

当第３四半期累計期間

(自 平成27年４月１日

　至 平成27年12月31日)

比較増減 増減率

建
設
事
業

土
木

国内官公庁 57,058 ( 55.1%) 29,709 ( 38.9%) △27,348 △ 47.9%

国内民間 7,202 ( 7.0%) 4,701 ( 6.2%) △ 2,500 △ 34.7%

海 外 434 ( 0.4%) 244 ( 0.3%) △ 190 △ 43.7%

計 64,695 ( 62.5%) 34,655 ( 45.4%) △30,039 △ 46.4%

建
築

国内官公庁 6,008 ( 5.8%) 6,522 ( 8.6%) 514 8.6%

国内民間 30,804 ( 29.7%) 30,350 ( 39.7%) △ 454 △ 1.5%

海 外 1,309 ( 1.3%) 4,151 ( 5.4%) 2,842 217.1%

計 38,122 ( 36.8%) 41,025 ( 53.7%) 2,902 7.6%

合
計

国内官公庁 63,066 ( 60.9%) 36,232 ( 47.5%) △26,834 △ 42.5%

国内民間 38,007 ( 36.7%) 35,052 ( 45.9%) △ 2,955 △ 7.8%

海 外 1,744 ( 1.7%) 4,396 ( 5.7%) 2,652 152.1%

計 102,818 ( 99.3%) 75,681 ( 99.1%) △27,137 △ 26.4%

開発事業等 689 ( 0.7%) 693 ( 0.9%) 3 0.5%

合計 103,508 ( 100.0%) 76,374 ( 100.0%) △27,133 △ 26.2%

(注) （ ）内の％表示は、構成比率を示している。

（２）個別受注予想

（単位：百万円）

区 分
平成27年３月期

通期実績
平成28年３月期

通期予想
比較増減 増減率

建
設
事
業

土木 85,292 66,000 △19,292 △ 22.6%

建築 54,351 47,500 △ 6,851 △ 12.6%

計 139,643 113,500 △26,143 △ 18.7%

開発事業等 911 1,000 88 9.7%

合計 140,555 114,500 △26,055 △ 18.5%

　

［個別受注実績及び個別受注予想に関する定性的情報］

当第３四半期累計期間の個別受注実績につきましては、土木事業は、前年同四半期累計期間比で46.4％減の346億

円となりました。建築事業は、前年同四半期累計期間比で7.6％増の410億円となりました。

なお、通期の個別受注予想につきましては、第３四半期累計期間の実績に今後の案件状況を勘案して、期首の予

想から土木事業を20億円増額しております。
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